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学校生活 

今回のポートランド州立大学での America Plus Field Study Programsでは、日本全国

から大学生が集まったクラスでとても刺激を受けた。学年や所属大学が全く異なる大学生

と関わる機会は私にとって初めてで新鮮だった。特にこのプログラムに参加していた全員

が英語学習に対する意識が高く、毎日の授業中の会話だけでも学ぶ事が多かった。具体的な

時間割は 9:30～12:00に English conversation、13:00～15:00に Portland pop cultureの

授業だった。午前中はクラスメイトとの会話が中心で、｢初対面の人とはどういった事を話

すのが適切か｣や「どう答えたら会話を広げられるか」

などのテーマについて学び、クラスメイトと実践すると

いう流れで展開された。習った会話の内容は日本語と大

した違いは無いが、知らない土地で初対面の人が多い状

況にあったため、定型文として使える会話のテクニック

を学ぶ事はとても役に立った。私自身、大学に入って英

会話をする機会が全くなく、瞬時に言葉が出てこなくて

この授業中には沢山悔しい思いをした。加えて、周りに

はスラスラと話せる人もいて、自分はまだまだだと思い

知らされ、英語学習への意欲が駆り立てられた。 

  午後は実際に街に出てコーヒーショップ、スリフトショップ等のポートランド特有の文

化を学ぶ授業だった。scavenger huntという、10問くらいの課題を授業時間内に出来るだ

け多く達成する活動を通して、身をもってポートランド文化を体験する事が出来た。特に印

象に残っているのは、コーヒー文化を経験するために、2件のコーヒーショップを訪れてコ

ーヒーの飲み比べをした授業だ。私はコーヒーの違いが分かるほど詳しくなかったが、実際

に飲み比べてみると焙煎方法や豆の種類によって味が全く異なる事に気付くことが出来た。

また、店内の雰囲気もそれぞれの店によって異なっており、市民の様々なニーズに合わせた

コーヒーショップが展開されている事を学んだ。 

 どちらの授業も宿題が出される事はあったが、10 分あれば出来るくらいのもので、放課

後に負担を感じる事はなかった。ただ、pop cultureの最終プレゼンテーションは授業中に

完成させられる量ではなかったため、授業外で取り組む必要があった。このプレゼンテーシ

ョンは、学んできた pop cultureについて、更に深掘りしたいトピックを 1つ選び、4人グ

ループで 10分程度のプレゼンテーションを行うというものだった。私はコーヒー文化につ

いて発表した。他のグループは授業で扱わなかったトピックを取り上げているところもあ

り、とても興味深かった。 

 ポートランド州立大学はキャンパスがとても広く、放課後にキャンパス内を歩くだけで



も楽しかった。キャンパス内にスターバックスやピザ屋さ

んがあったり、ミュージアムがあったり、日本の大学より

も規模が遥かに大きくて驚いた。 

 また、シアトルへの日帰り旅行や NBA観戦、アウトレッ

トでのショッピング等、学校外でのイベントも用意されて

いて、飽きること無く毎日が楽しかった。 

 

ホームステイ 

 私は、より実践的な英語を学びたいという気持ちとアメ

リカのリアルな生活を体験してみたいという思いでホームステイを選んだ。結果的に、私は

ホームステイのおかげでリスニング力とスピーキング力が身についたと感じる。 

 ホームステイ先の家はホストマザー、ホストブラザー2人の 3人家族だった。ホストマザ

ーにはボーイフレンドがいて、そのボーイフレンドにも 2人の子供がいた。ボーイフレンド

の一家はよく私のホームステイ先の家に来ていて、ホストファミリーのように仲良くして

くれた。日本ではタブーとされるようなこうした関係性もオープンにしているところに、ア

メリカの文化を感じた。 

 ホストマザーはほとんど毎日夜ご飯を作ってくれて、パスタや

メキシコ料理が多かった。日本で食べていた味と似ている物も多

く、特に苦手な料理は無かった。また、日本料理はアメリカでも

人気で、一度ラーメンと寿司を作ってくれた事があった。ラーメ

ンとは言うもののブロッコリーがゴロゴロ入っていて日本のラー

メンとは全く異なっていた。しかし、日本の事が好きで、日本人

である私に振舞ってくれた事がとても嬉しかった。また、別の日

には現地で人気の寿司屋に連れて行ってくれて、アメリカ流の寿

司を食べた。寿司と言って想像する日本の握り寿司とは全く異な

る、いわゆるカリフォルニアロールだが、味は絶品だった。スパ

イシーツナという辛く味付けされたマグロの巻き寿司が私はとて

も好きで、逆に日本では食べられないような寿司が味わえて楽し

かった。 

 ホームステイ先での朝食と昼食は、用意されたパンやお菓子、フルーツ等を自分で好きな

だけ食べたり持って行ったりしていいという仕組みだった。朝はベーグルやバナナやヨー

グルトを食べ、昼はサンドイッチを作って持っていく事が多かった。選びきれないくらいの

種類の食事を用意して頂けたおかげで、アメリカの食文化についても多くの経験が得られ

た。 

 週末には教会のバレンタインパーティーに行ったり、雪山に行ったりした。どちらも日本

で経験した事の無い新鮮な体験だった。雪山はホストファミリーとボーイフレンド一家で



行って、ソリ滑りをしたり雪だるまを作ったりして遊んだ。その後にロッジを訪れ、焚き火

を見ながらホットチョコレートを飲んでゆったりした時間を過ごした。夜には帰り道にあ

るレストランでハンバーガーを食べ、アメリカの休日を満喫した。この日は留学の中でも最

も記憶に残っている日で、あんなに楽しい経験をさせてくれたホストファミリーには感謝

しかない。 

 ホームステイは当たり外れがあるというイメージが

あったのだが、私のホストファミリーはいつも私の意

思を尊重してくれて、アメリカの生活を体験させてあ

げたいという思いが伝わってくるくらい良くしてくれ

た。私の英語が拙いせいで言葉にするのに時間がかか

った時も、最後まで聞いて何を言いたいのか確認して

くれた。ホストファミリーのおかげで英語力が向上し

たのは間違いないだろう。今回ホームステイを選んで

本当に良かったし、これからもホストファミリーとの

交流は続けていこうと思う。 

 

 

留学を通して得た学び 

 私は 3度目の海外だったが、今回が 1番文化の違いを

感じた。ホームステイでは現地の生活を身をもって体験

するため、現地の人々の感覚も何となく感じ取ることが

できる。日本人は周りの目を気にしすぎている事やもっ

と自分に自信を持ってもいいという事を感じた。今回の

留学は語学研修という名目であるが、私は語学以上にア

メリカの文化について学ぶ事が多かったと思う。もちろ

ん英語力をもっとつけたいという意欲も沸いた。帰国後

は、今回養ったリスニング力やスピーキング力を衰えさせないように勉強を続けたい。 

 今回の留学は、内向的な私にとって大きな挑戦だった。日本にいると周りを気にしすぎる

私が、ホームステイなど出来るのかとても不安だった。しかし、アメリカではそんな不安も

忘れるくらい刺激だらけで、そもそもアメリカの人々は周りの事などあまり気にしていな

かった。この 3週間は精神的にも強くなった気がする。これからアメリカで学んだ「自分は

自分」の精神を持って強く生きていきたいと思う。 


